
 

あそ野学園義務教育学校が構想する 

新教科「きらりあそ野科」について 
 

 
 

 

Ｑ.生活科や総合的な学習の時間とどこが違うのか。 

Ａ.  基本的には、生活科と総合的な学習の時間をベースとした学習です。 

生活科と総合的な学習の時間をつないで、義務教育９年間を通して、系統的・段階的

に学習していきます。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.なぜ、新教科なのか。 

Ａ. 上の図のように、総合的な学習の時間では、学年によってテーマを決め、探究的な学   

習を行っています。 

 小学１年生から中学３年生までが、一つの学校で学ぶあそ野学園義務教育学校では、 

９年間を見通した系統的・段階的な学習内容とするために、４つの分野を柱として、 

「ふるさと」「キャリア」「防災・安全」「環境・国際理解」を打ち出し、児童・生徒の 

発達の段階に応じた学習内容となっています。 

「生活科」や「総合的な学習の時間」の目標や育てたい資質・能力を満たしながらも、

９年間を見通した系統性のある学習内容を設定することにより、あそ野学園ならではのふ

るさと学習材を生かした新教科として設定しました。 

１・２年生

生活科

３～６年生

総合的な学習の時間

７～９年生

総合的な学習の時間

育てたいのは、コミュニケーション能力 

       話す力・聞く力・質問する力です。 

小６ 国際理解 小４ 福祉 

小５ 環境 小３ 地域 中１ 福祉 

中２ キャリア 
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Ｑ.他の小中学校ではできないのか。 

Ａ. 「きらりあそ野科」は、「義務教育学校の教育の特例（義務教育学校では、小中一貫教

育のための独自教科を追加できる）」を生かして設置された新教科です。元田沼西地区の

小中学校の先生方が構想し、具体的な学習内容や指導計画を作成しました。あそ野学園義

務教育学校開校に際し、小中一貫教育の軸となるあそ野学園義務教育学校ならではの学

習として、研究を重ねて作り上げた教科です。 

他の小中学校において、学習している生活科や総合的な学習の時間と基本的には違いは

ありませんが、９年間を見通して系統性のある学習内容となっているところが特徴です。 

「きらりあそ野科」は、義務教育学校のメリットを生かした学習内容と言えます。 

 

Ｑ.具体的には、どんな内容を学習するのか。 

Ａ. 「ふるさと」では、紙すき体験や藍染め体験・地域の伝統文化である下彦間太鼓や獅子 

  舞などの地域の様々な伝統文化を９年間を見通したカリキュラムで系統的・段階的に学

習していきます。 

「キャリア」では、地域の公共施設・工業団地・福祉施設等を見学し、地域の職業人か 

らお話を聞くなどして自分の将来設計を段階的に学習していきます。 

「防災・安全」では、防災を中心に地域を調べ、栃木県の防災館を見学し、災害につい

て学ぶとともに、発展期の 9年生では、避難所の開設や炊き出し体験を行います。 

  「環境・国際理解」においては、学校行事の宿泊学習と関連させ、佐野市と県外の他市

町とを、自然環境や国際化について比較しながら自分たちの地域を更に良くしていくた

めの取組をしていきます。 

 

Ｑ.そのほかの特徴はあるか。 

Ａ. 各分野の学習をする際には、「英語」や「情報」の学習を生かしながら、育てたい資質・ 

能力を身に付けさせていきます。例えば、「飛駒和紙」について、調べたことをまとめた

後には、日本語で発表するとともに、飛駒和紙の作り方について簡単に英語で説明する内

容も計画されるなど、単元ごとに英語による表現活動を取り入れています。 

また、「情報」については、コンピュータの基本操作や ICT機器を活用したプレゼンテ

ーション技能、情報モラル等を段階的・系統的に学ぶようになっています。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【きらりあそ野科の構想イメージ図】 



 

 

 

 

 

 

① 学びの合言葉の活用 
 

② 思考スキルの活用 
 

③ 家庭学習のすすめの活用 
  ＜１・２年生用＞ 

  ＜３・４年生用＞ 

  ＜５・６年生用＞ 

  ＜７・８・９年生用＞ 

 

④ あそ野スタンダードの活用 
  （学習のきまり） 

＜１・２年生用＞ 

  ＜３・４年生用＞ 

  ＜５・６年生用＞ 

  ＜７・８・９年生用＞ 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9年間を見通した 
学習指導の工夫 



 

 

あそ野学園義務教育学校から本市のコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）が始まります。 

１ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 佐野市へのコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）導入計画 

３ 現在の佐野市の学校、今後の佐野市の学校 

 

 

 

 

４ コミュニティ・スクール推進のために必要なこと 

「学校と地域が一体となって子どもたちの成長に関われるような体制づくり」を学校、地域で構築する。 

 

年度 令和 2年度 令和 5年度 令和 6年度 

内容 あそ野学園義務教育学校へ導入 葛生義務教育学校へ導入 市内全校に順次導入検討 

子供たちを取り巻く環境や学校が抱える課題の複雑化・多様化 

Society5.0・グローバル化 人口減少 児童虐待 貧困問題 地域社会のつながりや支え合いの希薄化 子供たちの規範意識や社会性等の課題 等 

変化の激しい社会をしっかりと生き抜いていける児童生徒の育成 

学校と地域が連携・協働し、社会総掛かりでの教育の実現が不可欠 

「地域とともにある学校」

へ 

コミュニティ・スクール

（学校運営協議会制度） 

「開かれた学校」から 

現在の佐野市の学校 

学校評議員制度 

〇校長の求めに応じ意見を述べる組織 

今後の佐野市の学校 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度） 

〇学校から地域へ、地域から学校へ働きかける双方向の関係 

有効な手段 


